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！
ま
も
な
く
工

事
完

了
！

進
捗

率
９９％

※
詳

細
は
裏

表
紙

へ

　決算審査特別委員会決算審査特別委員会

令和６年度令和６年度実施事業の結果と評価は？実施事業の結果と評価は？
詳細は２ページから

【第 265 回定例会】

使用済燃料中間貯蔵施設に関する使用済燃料中間貯蔵施設に関する
　　　　　　　　　　　調査検討特別委員会　　　　　　　　　　　調査検討特別委員会

事業者から事業者から
　　中長期搬出 ・ 搬入計画の説明を受ける　　中長期搬出 ・ 搬入計画の説明を受ける

詳細は９ページへ詳細は 14 ページへ

　脇野沢中学校との意見交換会を開催　脇野沢中学校との意見交換会を開催

こどもたちと脇野沢の将来をこどもたちと脇野沢の将来を
　　　　　　　　　　　　　考える！！　　　　　　　　　　　　　考える！！

題字 ： 坂
さかもと

本　愛
あ い る

琉さん（むつ☆かつ美術クラブ）

絵 ： 色づく夜空 / 村
むらぐち

口 美
み な み

菜弥さん（青森県立大湊高等学校　２年生　美術部）



令和 6 年度令和 6 年度

教育 ・ 子育て教育 ・ 子育て

徹底審査徹底審査
基
金
を
繰
り
入
れ
て
の
黒
字
か
、
黒
字

額
が
年
々
減
っ
て
い
る
要
因
と
財
政
調

整
基
金
の
残
高
は
。

総

括

質

疑

総

括

質

疑

 住吉　年広　委員長 住吉　年広　委員長

議会議会 がが３
億
円
の
黒
字
本
当
か
？

問答

前
年
度
決
算
と
比
較
し
、
黒
字
が
３
億

減
少
し
単
年
度
収
支
で
は
、
３
億
の
赤

字
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
事
の
減

少
で
一
時
増
え
た
が
、
そ
の
後
は
光
熱

費
、
燃
料
費
の
高
騰
や
人
件
費
増
に
よ

り
歳
出
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。
財
政

調
整
基
金
は
18
億
か
ら
10
億
円
に
減
少

し
て
い
る
。

スマホセミナーの様子

決 算決 算

決
算
額　

6
８
２
万
５
１
３
５
円

　

 

シ
ニ
ア
世
代
ス
マ
ホ

        

デ
ビ
ュ
ー
応
援
事
業

事
業
の
内
容
と
実
績
は
。

問答

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
新
規
の
人

は
３
万
２
０
０
０
円
、
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
る
が
ス
マ
ホ
で
な
い
乗
り
換

え
の
人
は
２
万
円
の
購
入
補
助
を
行
う

事
業
で
、
新
規
が
53
件
、
乗
り
換
え

が
２
８
９
件
で
、
70
代
の
人
が
全
体
の

70
％
で
あ
っ
た
。

高
齢
者
の

　

デ
ジ
タ
ル
格
差
の
解
消
へ

ス
マ
ホ
の
操
作
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
実
績
は
。

問答

４
地
区
で
２
３
４
名
が
受
講
し
た
。
地

図
ア
プ
リ
の
使
い
方
や
写
真
の
検
索
機

能
な
ど
、
安
全
面
を
含
め
て
活
用
の
手

伝
い
を
し
た
。

生
活

・

生
活

・

　

ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り

生　活 ・生　活 ・
まちづくりまちづくり

総 括 質 疑総 括 質 疑

商工 ・ 観光商工 ・ 観光

目　次目　次

2 ページ2 ページ

２ ～ 4 ページ２ ～ 4 ページ

4 ～ 6 ページ4 ～ 6 ページ

5 ページ5 ページ

2

※質疑の一部を掲載しています※質疑の一部を掲載しています

実施事業の結果と評価はどうだったのか？実施事業の結果と評価はどうだったのか？



決算審査特別委員会決算審査特別委員会

決
算
額　

62
万
1
０
０
０
円

む
つ
市
交
通
事
業
者

    

運
転
手
確
保
支
援
事
業

こ
の
事
業
で
運
転
手
の
確
保
は
進
ん
だ

の
か
。
ま
た
、
大
型
二
種
免
許
の
取
得

も
可
能
か
。

問答

大
型
二
種
免
許
の
取
得
も
可
能
で
、
市

内
３
社
で
４
名
の
方
が
取
得
し
た
が
、

各
事
業
所
で
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

る
の
で
、
運
転
手
確
保
に
尽
力
し
て
い

く
。

運
転
手
確
保
は

          

ま
ち
の
活
性
化
に

決
算
額　

１
４
３
万
４
９
２
８
円

　

老
人
憩
の
家
シ
ニ
ア　
　
　
　

　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
事
業

利
用
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問答

11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
で
、
禄
寿

荘
で
９
回
43
名
、
福
寿
荘
で
４
回
18
名

の
利
用
者
が
あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
で
体
を
動
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
増
進

介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
か
。

問答

室
内
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
用
し
て
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

e スポーツで健康増進

  　

ご
み
出
し
支
援
事
業

ご
み
出
し
が
困
難
な
方
を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

ご
み
出
し
支
援
の
利
用
世
帯
数
と
、
実

際
に
利
用
し
て
い
る
市
民
の
声
は
。

問答

31
世
帯
43
人
の
方
が
利
用
し
て
い
て
、

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の

支
援
事
業
を
続
け
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
多
く
み
ら
れ
る
。
今
後
は
利
用
要
件

の
拡
充
等
を
含
め
て
、
事
業
者
や
福
祉

関
係
の
方
々
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い

く
。

第１回目のごみ出し支援の様子

  　

お
買
い
物
支
援
事
業

買
い
物
難
民
解
消
へ

　
　
　
　
　
　
　

支
援
の
第
一
歩

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法
は
。

問答

市
内
全
域
で
無
作
為
に
抽
出
し
た
18
歳

以
上
の
成
人
９
０
０
０
人
に
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
か
。

問答

現
在
困
っ
て
い
る
人
が
１
割
、
５
年
以

内
の
近
い
将
来
が
３
割
、
中
で
も
高
齢

者
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。

問答

公
共
交
通
機
関
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
経
路
や
便
数
、
移
動

巡
回
販
売
等
の
ル
ー
ト
検
討
に
活
用
し

て
い
く
。

3

決
算
額　

76
万
１
２
０
０
円

決
算
額　

７
７
０
万
円

実施事業の結果と評価はどうだったのか？実施事業の結果と評価はどうだったのか？令和 6 年度を総括！令和 6 年度を総括！令和 6 年度を総括！令和 6 年度を総括！



4

  　

む
つ
運
動
公
園

・
む
つ
市

　
　

釜
臥
山
ス
キ
ー
場
指
定
管
理
料

無
料
・
割
引
の
効
果
は

中
学
生
以
下
無
料
、
大
人
・
シ
ニ

ア
シ
ー
ズ
ン
券
割
引
の
料
金
改
定

の
効
果
は
。

問答

営
業
日
数
が
概
ね
同
じ
で
あ
っ
た

令
和
４
年
と
比
較
し
て
、
リ
フ
ト

利
用
人
数
で
２
万
７
０
０
０
人
、

中
学
生
以
下
で
６
８
０
０
人
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。
積
雪
量
や
天

候
な
ど
自
然
の
力
が
大
き
く
影
響

す
る
た
め
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
利
用
が
思
う
よ
う

に
伸
び
な
か
っ
た
。

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
更
な
る

施
策
が
必
要
と
で
は
な
い
か
。

問答

料
金
改
定
を
今
以
上
に
広
く
周
知

を
進
め
、
賑
わ
い
の
創
出
の
中
で
、

か
ま
ふ
せ
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
指

定
管
理
者
と
協
力
し
な
が
ら
利
用

促
進
に
努
め
て
い
く
。

　
　

む
つ
市
高
齢
者

　
　
　
　

無
料
乗
車
証
事
業

デ
ジ
タ
ル
乗
車
券
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
能
性

高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所

持
率
が
高
ま
っ
て
い
け
ば
、
乗
車

券
を
紐
付
け
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

問答

所
持
す
る
方
が
増
え
て
い
く
の
が

時
代
の
流
れ
で
あ
れ
ば
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
版
の
ア
ゲ
ハ
に
つ
い
て

も
、
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

商
工
・
観
光

商
工
・
観
光

企
業
誘
致
推
進
事
業

決
算
額　

３
２
９
２
万
６
５
０
円

企
業
誘
致
で

　
　

雇
用
の
拡
大
を
図
る

当
市
の
企
業
誘
致
の
目
的
は
。

問答

ア
ツ
ギ
東
北
の
撤
退
に
伴
い
、
市

内
の
雇
用
環
境
が
十
分
で
な
い
こ

と
か
ら
、
企
業
誘
致
を
通
じ
た
雇

用
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
誘
致
企
業
の
経
済
活
動
を
通

じ
、
市
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
よ
り
産
業
基
盤
の
強
化
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

生
活

・

生
活

・

　

ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り

  

Ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ　

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

  

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

2
０
２
４

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

         

取
組
の
成
果
は

答

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
乾
燥

ナ
マ
コ
で
お
よ
そ
１
０
０
万
円
の

売
上
を
達
成
し
た
ほ
か
、
同
国
最

大
級
の
旅
行
博
覧
会

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｓ
」
に
参
加
し
、
む
つ
市
の
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
た
。
今
後
、
新
た
な
ツ

ア
ー
の
造
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
効
果
は
。

問

短期留学時には、 市内業者の販売に携わる

相
談
件
数
が
約
２
倍
に
増
え
た
要

因
と
対
応
は
。

決
算
額　

７
７
８
２
万
８
３
６
０
円

決
算
額　

４
０
６
７
万
3
４
９
２
円

決
算
額　

６
４
７
万
３
７
３
０
円

釜臥山スキー場の利用促進を

誘
致
企
業
の
雇
用
状
況
は
。

問答

令
和
７
年
５
月
15
日
現
在
の
雇
用

状
況
は
、(

株)

エ
ス
プ
ー
ル
グ

ロ
ー
カ
ル
30
名
、(

株)

ラ
イ
ト

カ
フ
ェ
Ｕ
．
３
名
、(

株)

シ
モ

ム
ラ
33
名
と
な
っ
て
い
る
。



教
育
・
子
育
て

教
育
・
子
育
て

 

観
光
Ｄ
Ｘ
・
情
報
発
信

　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

 

観
光
客
の
回
遊
利
用
促
進

令
和
6
年
度
の
進
捗
は
。

問答

令
和
5
年
度
に
行
っ
た
導
入
可
能

性
調
査
の
結
果
を
基
に
、
情
報
発

信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
実
証
実

験
を
行
い
、
市
内
52
カ
所
に
ビ
ー

コ
ン
を
設
置
し
、
む
つ
市
観
光
ア

プ
リ

「キ
ラ
ナ
ビ
」の
配
信
を
行
っ

た
。

5

答

本
業
務
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立

大
学
学
生
の
募
集
・
渡
航
調
整
、

む
つ
市
内
で
の
３
週
間
短
期
留
学

後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
企
業
で

の
７
か
ら
12
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
受

入
れ
ま
で
を
一
貫
し
て
担
う
事
業

で
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
す

る
た
め
、
当
該
法
人
に
の
み
委
託

可
能
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

決
算
額　

５
４
７
万
８
０
０
０
円

八
戸
学
院
大
学
「む
つ
下
北

　

キ
ャ
ン
パ
ス
」開
校
準
備
事
業

ど
の
よ
う
な
備
品
に
事
業
費
が
使

用
さ
れ
た
か
。

問答

看
護
実
習
で
使
用
す
る
モ
デ
ル
人

形
や
ベ
ッ
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

の
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
な
ど

に
な
る
。

新
た
な
看
護
師
を

　

地
元
で
育
て
る
た
め
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
法
人
に
業
務
委

託
を
し
て
い
る
が
、
地
元
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

問

決
算
額　

５
６
７
万
５
０
2
０
円

教
育
相
談
室
費

相
談
件
数
が
約
２
倍
に
増
え
た
要

因
と
対
応
は
。

問答

固
定
的
な
時
間
割
か
ら
こ
ど
も
た

ち
が
自
主
決
定
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
。
保
護
者

の
方
へ
の
セ
ン
タ
ー
認
知
度
の
向

上
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
が
中
心
的
な
役
割

を
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。
業
務
負
担
は
増
加
し
て

い
る
が
、
水
曜
日
を
休
業
と
し
対

応
し
て
い
る
。

不
登
校
増
加
・
対
応
は

　
　
　
　
　
　
　
　

大
丈
夫
か

　

地
域
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
費

負
担
金
１
億
４
８
２
３
万
５
０
８

円
の
内
訳
は
。

問答

指
導
者
報
酬
１
８
０
０
万
円
、
旅

費
３
０
０
万
円
、
会
場
借
上
料
・

活
動
場
所
借
上
料
１
５
０
０
万

円
、
ク
ラ
ブ
消
耗
品
費
２
６
０
万

円
、
ク
ラ
ブ
備
品
１
０
４
０
万
円
、

新
入
生
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
25
万

円
、
バ
ス
委
託
料
７
６
０
０
万
円
、

大
会
遠
征
補
助
１
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

む
つ
☆
か
つ
の
円
滑
運
営

シンガポール最大級の旅行博覧会「ＮＡＴＡＳ」に参加し、 むつ市のＰＲ

決
算
額　

２
４
４
１
万
７
７
３
９
円

決
算
額　

１
億
８
９
４
７
万
7
４
９
８
円

現
在
の
生
徒
数
は
女
性
８
名
、
男

性
３
名
の
計
11
名
と
な
っ
て
い

る
。

何
名
の
生
徒
が
在
学
し
て
い
る

か
。

問答



6むつ市議会だより　No.35　令和７年 10 月号 

全
て
屋
根
有
り
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
に
し
な
い
理

由
は
。

Zoom  1

議
案
第
47
号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問答
全
体
を
覆
わ
れ
た
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
で
は
、

様
々
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
組
み

合
わ
せ
て
、
安
心
し
て
避
難
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
で
あ
る
。

備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し

                    この議案でむつ市のこの議案でむつ市の
　　　　　　　　　　何がかわるのか　　　　　　　　　　何がかわるのか

避
難
所
の
防
災
資
機
材
を
拡
充

          
　　            

「注目の議案にズームイン！！」「注目の議案にズームイン！！」

事
業
費
の
詳
細
は
。

問答

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
伴
う
わ
な
や

見
回
り
用
機
材
の
購
入
経
費
で
、
セ
ン
サ
ー
式
ソ
ー
ラ
ー
カ
メ
ラ
16

台
98
万
３
０
０
０
円
、
カ
メ
ラ
と
の
通
信
用
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
16
台
分

８
万
８
０
０
０
円
で
あ
る
。
今
後
は
、
見
回
り
回
数
の
軽
減
と
作
業
の

迅
速
化
が
図
ら
れ
る
。

業
務
効
率
化
で
迅
速
な
捕
獲
を
目
指
す

議
案
第
51
号　

令
和
７
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
ク
マ
の
捕
獲
体
制
を
強
化

Zoom 2

今
回
、
整
備
さ
れ
る
資
機
材
に
簡
易
ト
イ
レ
が
含

ま
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

問答
ト
イ
レ
カ
ー
を
整
備
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は

個
別
の
ト
イ
レ
は
選
定
に
は
入
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
追
加
で
資
機
材
の
購
入
が
可
能
と
な
っ
た

際
は
、
ト
イ
レ
等
の
導
入
を
含
め
検
討
し
、
備
蓄

品
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
及
び
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
を
そ

れ
ぞ
れ
整
備
す
る
理
由
は
。

問答
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
安
定
性
が
あ
る
が
、
収
納
時

に
場
所
を
取
っ
て
し
ま
う
特
性
が
あ
り
、
折
り
た

た
み
ベ
ッ
ド
は
収
納
時
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
特

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
避
難
所
等
の
状
況
に
応

じ
た
配
備
を
す
る
た
め
で
あ
る
。

資
機
材
納
入
後
の
配
備
先
は
。

問答
現
在
、
各
地
区
へ
配
備
し
て
い
る
備
蓄
品
等
を
含

め
、
先
般
の
津
波
警
報
時
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
適
切
な
備
蓄
品
の
配
備
先
に
つ
い
て
精
査
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

熊を捕獲するわな熊を捕獲するわな



7 むつ市議会だより　No.35　令和７年 10 月号 

                    この議案でむつ市のこの議案でむつ市の
　　　　　　　　　　何がかわるのか　　　　　　　　　　何がかわるのか議

Zoom  ３

案 審 査

契
約
金
額
の
上
昇
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

議
案
第
45
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問答
令
和
４
年
に
購
入
し
た
同
等
の
除
雪
ド
ー
ザ
は
税
込
み
１
５
４
０
万
円

で
、
今
回
と
比
較
し
て
約
４
０
０
万
円
高
騰
し
て
い
る
。

　

除
雪
ド
ー
ザ
を
川
内
庁
舎
へ
配
備

新
た
に
タ
ッ
チ
ペ
ン
が
付
属
さ
れ
る
が
、
破
損
や

紛
失
し
た
場
合
は
。

議
案
第
63
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問答
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
同
様
に
、
教
育
委
員
会
の
予

備
と
交
換
を
す
る
対
応
と
な
る
。

早
い
も
の
で
更
新
時
期
で
す

小
学
校
５
・６
年
、
中
学
校
２
・３
年
の

　
　
　
　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
更
新

Zoom4

違
反
行
為
の
対
応
と
、
火
入
れ
中
に
危
険
が
生
じ

た
際
の
対
応
及
び
体
制
は
。

議
案
第
43
号　

む
つ
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問答
違
反
行
為
の
罰
則
は
、
森
林
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
火
入
れ
の
許
可
の
際
は
、
必
ず
消
防

本
部
へ
通
知
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
火
入
れ

計
画
書
等
を
消
防
で
も
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
際

は
協
力
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
な
る
。

相
次
ぐ
林
野
火
災
を
防
げ

火
入
れ
責
任
者
の
義
務
を
強
化

Zoom ５

議
案
第
45
号
の
除
雪
ド
ー
ザ
と
議
案
第
46
号
の
除
雪
グ
レ
ー
ダ
を
一
括

で
入
札
し
た
場
合
、
価
格
の
差
は
あ
る
か
。

議
案
第
46
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問答
価
格
は
安
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
業
者
の
落
札
機
会
の
確
保
を
優

先
し
て
考
え
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
老
朽
化
に
よ
り
更
新

除
雪
グ
レ
ー
ダ
を
本
庁
舎
へ
配
備

川内庁舎に配備予定の除雪ドーザ（１１ｔ級）川内庁舎に配備予定の除雪ドーザ（１１ｔ級）

本庁舎に配備予定の除雪グレーダ（3.7 ｍ級）本庁舎に配備予定の除雪グレーダ（3.7 ｍ級）

新たなにタッチペンが付属される新たなにタッチペンが付属される

老
朽
化
に
よ
り
更
新
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　◎は全会一致、 ○は賛成多数、 ×は否決、 －は採決なし　　◎は全会一致、 ○は賛成多数、 ×は否決、 －は採決なし　

第２６５回定例会第２６５回定例会　　

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

42
むつ市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正す
る条例 ◎

43 むつ市火入れに関する条例の一部を改正する条例 ◎

44
むつ市水道事業給水条例及びむつ市下水道条例の一部を
改正する条例 ◎

45
財産の取得について
（むつ市役所川内庁舎配備の除雪ドーザを、 老朽化に伴い
更新するためのもの）

◎

46
財産の取得について
（むつ市役所本庁舎配備の除雪グレーダを、 老朽化に伴い
更新するためのもの）

◎

47
財産の取得について
（避難所の生活環境の改善に取り組み、 災害対応力の強化
を図るため、 防災資機材を整備するもの）

◎

48
人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めるこ
とについて ◎

49 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めるこ
とについて ◎

50 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めるこ
とについて ◎

51 令和７年度むつ市一般会計補正予算 ◎

52 令和７年度むつ市介護保険特別会計補正予算 ◎

53 令和６年度むつ市一般会計歳入歳出決算 〇

54 令和６年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 ◎

55
令和６年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算 〇

議
案
番
号
等

議　

決　

結　

果

合　計 市誠クラブ 公明 ・ 自由 自民クラブ 陸奥未来 会派に属しない議員

佐
賀　

英
生

東　
　

健
而

野
中　

貴
健

大
瀧　

次
男

佐
藤　

広
政

住
吉　

年
広

櫻
田　

秀
夫

白
井　

二
郎

中
村　

正
志

佐
々
木　

肇

浅
利　

竹
二
郎

井
田　

茂
樹

冨
岡　

幸
夫

佐
々
木　

隆
徳

岡
崎　

健
吾

村
中　

浩
明

富
岡　

直
哉

高
橋　

征
志

杉
浦　

弘
樹

佐
藤　
　

武

工
藤　

祥
子

濵
田　

栄
子

賛　

成

反　

対

欠
席
・
不
在

議　　案 5 3 認 定 1 8 2 １ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
討論

● ○

議　　案 5 5 認 定 1 8 2 １ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
討論

○

 賛否が分かれた議案について、 議員別に賛成 ・ 反対を公表します。
○は賛成、 ●は反対、 「欠」は欠席または採決時に不在。 議長（冨岡幸夫）は採決に加わらない

賛 否 一 覧

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

56 令和６年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算 ◎

57 令和６年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算 ◎

58 令和６年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算 ◎

59 令和６年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について ◎

60 令和６年度むつ市水道事業会計決算 ◎

61
令和６年度むつ市下水道事業会計利益剰余金の処分につい
て ◎

62 令和６年度むつ市下水道事業会計決算 ◎

63

財産の取得について
（第１期ＧＩＧＡスクール構想において整備されたタブレット
パソコンが更新時期を迎えることから、 当該機器の一部を
更新するためのもの）

◎

報 22 令和６年度むつ市一般会計継続費精算報告書 -

報 23 令和６年度むつ市健全化判断比率について -

報 24 令和６年度むつ市公営企業会計資金不足比率について -

報 25 専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

報 26
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

報 27
専決処分した事項の報告について
（工事請負契約の一部変更契約について） -

★　議案の内容や過去の賛否
　　 一覧も議会ホームページ　
　　 から見ることができます。

むつ市議会だより　No.35　令和７年 10 月号 

議 決 結 果

 
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
パ
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
貯
蔵
量
は
？

　※第２６５回定例会時点での会派で表記しています。



　「リサイクル燃料貯蔵株式会社に関する中長期搬入 ・ 搬出計画について」

詳細な説明を受けるため、 東京電力ホールディングス（株）、 日本原子力

発電（株）、 リサイクル燃料貯蔵（株）を委員会へ参考人招致を行った。

　委員から出た事業者への主な質疑をまとめると「5000 トン貯蔵につい

て」 「事業者の地域振興」 「福島第１ ・ 第２原子力発電所からの使用済燃

料の搬入」 「貯蔵量がもたらす市政への影響」 「２棟目の建設について」と

いった論点であった。

　特に、 論点内の「5000 トン貯蔵について」は、 多くに委員から質疑が

あり、 事業者からは「本日、 説明した中長期搬入 ・ 搬出計画は検討段階

の 1 つであり、 様々な変動要素がある中の現時点での数字である。 その

うえで、 今後、 5000 トンの貯蔵に向けて検討を行っていきたい」旨の答

弁があった。

主 な 質 疑

９月 18 日

 
５
０
０
０
ト
ン
搬
入
の
行
方
は
？

現時点での貯蔵容量は4000～4500トンの見通し

今後、5000トンに向け、　
　　　　　   検討を進める

事業者を代表し、 資料説明を行った
東京電力ホールディングス（株）
宗　一誠 常務執行役　青森事業本部長

配信動画は
こちらから

↓↓↓

 

そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
パ
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
貯
蔵
量
は
？

使用済燃料中間貯蔵施設に関する調査検討特別委員会

Ｑ 

今
回
の
報
告
は

「
複
数
の
検
討
パ

タ
ー
ン
の
１
つ
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
検
討
ケ
ー
ス
で
も
貯
蔵
量

は
、
4
０
０
０
か
ら
5
０
０
０
ト
ン
の

範
囲
内
で
あ
る
の
か
。

Ａ 

様
々
な
変
動
要
因
が
あ
る
中
で
の

検
討
で
あ
る
た
め
、
確
定
的
な
数
字

を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
時

点
に
お
い
て
両
社
合
計
で
少
な
く
と
も

4
０
０
０
か
ら
4
５
０
０
ト
ン
程
度
の

貯
蔵
量
が
必
要
と
の
見
通
し
を
得
た
。

ま
た
、
む
つ
市
並
び
に
青
森
県
か
ら
早

期
に
中
長
期
計
画
を
提
示
す
る
要
請

や
、
国
か
ら
も
そ
の
指
導
を
受
け
て
お

り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
検

討
状
況
の
説
明
で
あ
る
。

Ｑ 

約
束
事
で
あ
る
５
０
０
０
ト
ン
の

意
義
を
事
業
者
は
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

Ａ 

5
０
０
０
ト
ン
は
立
地
当
初
に
事

業
者
か
ら
地
元
に
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
最
大
限
検
討

す
る
こ
と
が
、
我
々
と
し
て
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
む
つ
市
は
、

５
０
０
０
ト
ン
と
い
う
計
画
を
も
と

に
、
地
域
の
未
来
を
描
い
て
き
た
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
か

ら
も
、
実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
検
討

す
る
こ
と
が
、
事
業
者
と
し
て
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
 

事
業
者
が
思
う
貯
蔵
量

　

 

５
０
０
０
ト
ン
の
意
義
は
？

むつ市議会だより　No.35　令和７年 10 月号 9
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議員から独自の視点で質問 ・ 提案する一般質問 
今回は１0 人が登壇

YouTube で一般質問の配信動画をご覧いただけます →
　

スマホを持たない
　　　市民に向けた周知情報を

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ が

賀英
ひ で お

生 議員が問う

防災無線で熊情報

人口減少対策として子育て
　　　への経済的支援の拡充を

政
策
提
案

  （無会派）

 高
た か は し ま さ し

橋征志 議員が問う

子育て支援

P.10

Ｑ 

学
校
運
営
が
保
護
者
の
税

外
負
担

（
税
金
以
外
の
お
金
の

負
担
）
に
依
存
し
て
い
る
現
状

を
、
望
ま
し
い
姿
だ
と
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ 

税
外
負
担
に
依
存
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
望
ま

し
く
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

子
育
て
世
代
が
経
済
的
な
負
担

を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
策

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
保

育
料
と
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

の
副
食
費
（お
や
つ
等
）の
無
償

化
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ 

小
学
生
以
上
の
子
を
持
つ

家
庭
へ
の
支
援
は
。

Ａ 

他
の
自
治
体
で
は
、
修
学

旅
行
や
習
い
事
に
対
す
る
補
助

の
例
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も
参
考

に
、
当
市
の
実
情
に
あ
っ
た
事

業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市が実施したアンケート

よ
う
周
知
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

Ｑ  

熊
の
わ
な
の
保
有
数
は
。

Ａ 

む
つ
・
大
畑
地
区
に
30
基

程
度
、
川
内
・
脇
野
沢
地
区
に

10
基
程
度
準
備
し
て
い
る
。
現

状
、
数
に
つ
い
て
は
足
り
て
い

る
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ 

熊
情
報
を
防
災
行
政
無
線

の
復
活
等
で
ス
マ
ホ
持
た
な
い

市
民
に
向
け
た
周
知
方
法
の
現

状
は
。

Ａ 

現
在
防
災
行
政
無
線
は
津

波
に
特
化
し
た
運
用
と
な
っ
て

い
る
。
防
災
無
線
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は

「ふ
ら
っ
と
」の
中
で

も
議
論
し
て
お
り
、
庁
内
で
も

議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
熊
出
没
情
報
に
つ
い
て

は
、
特
に
人
家
周
辺
や
通
学

路
付
近
で
目
撃
が
あ
っ
た
場
合

は
、
広
報
車
等
で
の
周
知
を
強

化
し
、
今
後
も
市
民
一
人
ひ
と

り
へ
確
実
に
情
報
が
行
き
届
く

青森県のマニュアル

一般質問
１0１0 のの視点視点

子
育
て
支
援

P.10

防
災
無
線
で
熊
情
報

P.11

鳥
獣
被
害
対
策

P.11

子
育
て
世
代
応
援

P.11

サ
ル
の
被
害
対
策

P.11

危
機
対
応
と
防
災
力

P.12

公
園
機
能
の
充
実

P.12

公
有
財
産
の
利
活
用

P.12

一
次
産
業
の
強
化
を

P.12

津
波
の
対
応

高橋 征志佐賀　英生櫻田　秀夫住吉　年広工藤　祥子佐藤　広政 杉浦　弘樹 浅利 竹二郎佐藤　　武 濵田　栄子
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　※第２６５回定例会時点での会派で表記しています。
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住民参加型ワークショップ開催
し、 情報共有と対策強化を

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 櫻
さくらだ

田秀
ひ で お

夫 議員が問う

鳥獣被害対策

能登半島地震を教訓とした危機
管理体制と住民保護の実効性を

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 浅
あ さ り た け じ ろ う

利竹二郎 議員が問う

危機対応と防災力

増え続けるニホンザル等の
　　　　　　　　　取り組み強化を

政
策
提
案

  （無会派）

 工
く ど う し ょ う こ

藤祥子 議員が問う

サルの被害対策

し
て
い
る
施
設
に
対
し
て
は
、

表
示
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い

く
。
さ
ら
に
理
解
促
進
を
図
る

た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や

広
報
む
つ
、
む
つ
市
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
子
育
て
支
援
ア

プ
リ
「母
子
モ
」を
通
じ
て
搾
乳

の
必
要
性
な
ど
の
周
知
し
て
い

く
。

授乳室に搾乳マークを導入し　
　　　　　　　　　　　　利用促進を

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 住
すみよしとしひろ

吉年広 議員が問う

子育て世代応援

Ｑ 

公
共
施
設
で
授
乳
室
を
設

置
し
て
い
る
の
は
ど
こ
か
、
ま

た
搾
乳
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。　

Ａ 

現
在
、
授
乳
室
を
設
置

し
て
い
る
市
内
公
共
施
設
は
、

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
、
下
北
文
化
会

館
、
む
つ
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
ー

の
３
か
所
で
、
そ
の
す
べ
て

に
搾
乳
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い

る
。

Ｑ 

商
業
施
設
や
民
間
施
設
へ

の
搾
乳
マ
ー
ク
表
示
の
普
及
啓

発
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。　

Ａ 

市
内
の
商
業
施
設
や
民
間

施
設
で
、
既
に
授
乳
室
を
設
置

搾乳、 どうぞご遠慮なく

Ｑ 

海
上
自
衛
隊
大
湊
基
地
の

大
型
弾
薬
庫
建
設
に
つ
い
て
、

市
民
に
説
明
会
を
開
催
す
べ

き
。

Ａ 

地
域
の
皆
さ
ん
が
説
明
会

を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

防
衛
省
に
要
望
す
る
と
共
に
、

開
催
会
場
の
手
配
や
広
報
等
に

協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

捕
獲
状
況
や
電
気
柵
の
設

置
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

令
和
６
年
度
の
捕
獲
数
は

55
頭
、
生
息
数
は
１
３
９
１
頭

と
生
息
数
は
ほ
ぼ
前
年
度
と

同
数
で
推
移
し
て
い
る
。
電
気

柵
設
置
に
つ
い
て
令
和
５
年
度

は
、
む
つ
地
区
７
か
所
、
大
畑

地
区
４
か
所
、
川
内
地
区
３
か

所
。
令
和
６
年
度
は
む
つ
地
区

４
か
所
、
大
畑
地
区
１
か
所
。

令
和
７
年
度
の
設
置
要
望
箇
所

数
は
19
件
。
設
置
ま
で
の
流
れ

は
被
害
発
生
後
、
現
地
で
設
置

の
可
否
を
判
断
し
て
費
用
を
算

定
し
、
予
算
要
求
と
な
る
。

電気柵設置状況の写真

て
い
く
。

Ｑ 

今
後
の
対
策
の
計
画
は
。

Ａ 

ク
マ
侵
入
防
止
用
電
気
柵

設
置
の
追
加
支
援
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首

輪
を
活
用
し
た
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

の
生
息
調
査
・
捕
獲
・
追
い
上

げ
活
動
の
費
用
を
国
に
要
望
し

て
い
く
。
ま
た
、
野
猿
監
視
人

の
高
齢
化
や
専
門
的
な
人
材

が
必
要
な
中
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
導
入
を
前
向
き
に
検
討
し
つ

つ
、
若
手
従
事
者
の
技
術
的
教

育
を
推
進
し
、
地
域
全
体
で
被

害
対
策
が
で
き
る
住
民
参
加
型

の
被
害
防
止
体
制
の
構
築
を
進

め
、
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の

三
本
柱
の
確
立
・
強
化
に
努
め

毎日行う箱わなチェック

体
調
不
良
者
や
要
配
慮
者
、
車

中
避
難
者
等
の
定
時
報
告
の
ほ

か
、
備
蓄
物
資
、
避
難
環
境

の
状
況
報
告
に
よ
り
、
不
足
す

る
飲
料
水
や
食
料
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
等
の
配
送
、
冷
房
設
備

の
あ
る
教
室
等
へ
の
移
動
、
ト

イ
レ
カ
ー
の
配
備
な
ど
を
お
こ

な
っ
た
。

Ｑ 

通
信
手
段
の
多
重
化
、
情

報
伝
達
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

防
災
行
政
無
線
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
受
信
で
き
る
防
災

放
送
ア
プ
リ

「
コ
ス
モ
キ
ャ
ス

ト
」
に
よ
り
災
害
情
報
等
を
迅

速
か
つ
確
実
に
入
手
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
92
か
所
の
指

定
避
難
所
に
防
災
行
政
無
線
と

連
動
し
た
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
た
。

Ｑ 

避
難
所
の
運
営
体
制
と
機

能
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

避
難
所
開
設
決
定
後
、
直

ち
に
職
員
を
派
遣
し
、
避
難
者

の
受
付
を
は
じ
め
、
避
難
者
数
、

津波を避ける避難所風景
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７月 1 日（火）
　北海道帯広市
　「ひろびろチョイスについて」　

７月２日（水）
　北海道富良野市
　「AI オンデマンド交通
　　　　　　　　　　ふらのりについて」

※オンラインを活用した不登校支援事業

金谷公園に日陰となる休憩　　
　　スペースを増設できないか

政
策
提
案

  （無会派）

 杉
すぎうら

浦弘
ひ ろ き

樹 議員が問う

公園機能の充実

市民に明確な情報を確実に　　
　　提供する対策を強化すべき

政
策
提
案

  （無会派）

 佐
さ と う

藤 武
たけし

  議員が問う

津波の対応

地元農林漁業振興発展のため、
　　　　各研究部会を設置すべき

政
策
提
案

  （無会派）

 濵
は ま だ え い こ

田栄子 議員が問う

一次産業の強化を

マイナス入札導入の検討を
政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ と う

藤広
ひろまさ

政 議員が問う

公有財産の利活用

に
小
型
東
屋
が
４
基
、
大
型
東

屋
が
２
基
設
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
陰
が
足
り
な
い
と
い
う

市
民
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、

木
陰
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
対
策

を
し
て
き
た
。
今
後
も
公
園
利

用
者
に
配
慮
し
た
整
備
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

金
谷
公
園
を
利
用
す
る
住

民
か
ら
、
日
陰
と
な
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
い
と
感
じ
て
い

て
、
公
園
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
整
備

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ 

国
土
交
通
省
の
補
助
金
を

活
用
し
た

「
金
谷
都
市
拠
点
地

区
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事

業
」
を
令
和
４
年
度
か
ら
５
か

年
で
進
め
て
い
る
。
今
回
指
摘

が
あ
っ
た

「
日
陰
と
な
る
施
設

の
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
パ
ー

ゴ
ラ
が
広
場
周
辺
に
２
基
、
大

型
遊
具
側
に
１
基
、
噴
水
周
辺

整備計画途中の金谷公園

建
っ
て
い
る
土
地
を
入
札
に
よ

り
処
分
す
る
も
の
で
、
解
体
費

用
が
土
地
評
価
額
を
上
回
る
場

合
に
そ
の
差
額
分
を
自
治
体
が

落
札
者
に
支
払
う
条
件
で
実
施

す
る
入
札
で
あ
る
が
、
財
政
負

担
も
伴
う
た
め
、
当
市
に
ふ
さ

わ
し
い
制
度
設
計
を
調
査
研
究

す
る
。

Ｑ 

公
有
財
産
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

未
利
用
の
土
地
、
建
物
は

普
通
財
産
と
し
て
保
有
し
て
い

る
が
、
売
却
に
係
る
用
地
測
量

等
の
初
期
費
用
を
考
え
た
う
え

で
の
採
算
性
等
の
観
点
か
ら
、

郊
外
の
山
林
や
老
朽
化
が
著
し

い
建
物
等
、
市
で
の
利
活
用
や

民
間
需
要
が
見
込
め
な
い
も
の

が
多
数
あ
る
。

Ｑ 

マ
イ
ナ
ス
入
札
の
認
識
と

導
入
の
考
え
は
。

Ａ 

建
物
解
体
条
件
付
き
入
札

の
こ
と
で
あ
り
、
自
治
体
が
保

有
す
る
老
朽
化
し
た
建
物
が

解体を待つ桜木町団地

い
て

「
ふ
ら
っ
と
」
を
開
催
し
、

漁
業
者
か
ら
頂
い
た
意
見
や
相

談
に
対
し
て
、
県
や
大
学
の
専

門
機
関
、
ま
た
は
研
究
者
と
連

携
を
取
り
、
問
題
解
決
に
取
り

組
む
。
林
業
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
及
び
林
業
関
係
者
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

気
候
変
動
の
激
し
い
時
代

を
迎
え
、
一
次
産
業
に
は
様
々

な
課
題
が
予
想
さ
れ
る
。
地
元

資
源
を
増
や
す
た
め
、
研
究
機

関
等
と
連
携
を
取
り
、
若
者
を

含
め
た
農
林
漁
業
者
、
地
元
経

験
者
等
で
各
研
究
部
会
を
設
置

し
、
資
源
再
生
に
向
か
う
べ
き

と
思
う
が
考
え
は
。

Ａ 

農
業
に
つ
い
て
は
、
東
北

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
と
連

携
し
、
協
力
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
今
後
は
、
生
産
量
の
拡

大
に
向
け
、
長
期
的
に
取
り
組

む
組
織
づ
く
り
に
努
め
る
。
漁

業
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
に
お

経済再生は地域資源再生

Ｑ 

市
所
管
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
全
員
に
資
格
確
認
書

を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

国
が
定
め
る
原
則
に
基
づ

き
、
マ
イ
ナ
保
険
証
所
持
者
は

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
、
所

持
し
て
い
な
い
人
は
資
格
確
認

書
の
発
行
を
継
続
す
る
。

Ｑ 

保
育
園
、
幼
稚
園
、
高
齢

者
施
設
等
へ
の
連
絡
・
指
示
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
対
応
も

明
確
に
す
べ
き
。
今
回
、
混
乱

が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ 

今
回
の
津
波
に
対
す
る
避

難
指
示
や
解
除
ま
で
の
対
応
に

関
し
て
は
、
分
か
り
づ
ら
い
点

が
あ
り
、
一
部
に
混
乱
が
生
じ

た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
市
と
し

て
は
、
関
係
機
関
の
意
見
を
聞

き
、
今
後
は
わ
か
り
や
す
い
情

報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

分かりやすい情報伝達を
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総務教育常任委員会

行政視察報告行政視察報告　　

７月 1 日（火）
　北海道帯広市
　「ひろびろチョイスについて」　

７月２日（水）
　北海道富良野市
　「AI オンデマンド交通
　　　　　　　　　　ふらのりについて」

※オンラインを活用した不登校支援事業

北海道帯広市にて座学

視察内容の詳細は
こちらから↓↓↓

 アンケートのお願い

最短 30 秒で回答できます！

むつ市議会では配信動画の満足
度を検証し、 更なるサービスの向
上を図るため、 アンケートを実施
しています。

皆さまの配信動画に対する満足
度やご意見等を教えてください。

アンケートは
こちらから↓

要 望 活 動
　７月１７日に市長と共に、 総務省、 国土交通省、

厚生労働省、 防衛省及び青森県選出衆 ・ 参国会

議員に対して要望活動を行いました。

〇総務省
　（要望内容）
　「むつ総合病院の新病棟建設事業に係る
  地方財政措置について」

〇国土交通省
　（要望内容）
　「豪雪地帯及び半島地域における自動運転技術の社会実装推進に向けた継続
　的かつ重点的な支援について」

〇厚生労働省
　（要望内容）
　「むつ総合病院の運営及び病棟整備事業への支援について」
〇防衛省
　（要望内容）
　「防衛関連事業の地元発注等への更なる配慮について」
　「大湊基地１万トンドックへの常設型クレーンの設置について」
　「海上自衛隊教育隊の誘致について」
　「むつ運動公園スポーツ広場改修工事（人工芝化）に伴う財政措置について」

防衛省へ要望書を提出する様子防衛省へ要望書を提出する様子

むつ市議会だより　No.35　令和７年 10 月号 
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現状現状
日用品などを
買い物する場所がない

人が優しい こどもが遊べる
　　　　場所が少ない

自然が豊かで
　　食べ物がおいしい

ｗｉ - ｆｉ環境が
　　整った施設がない

祭りなどの
　　イベントが楽しい

２. 将来の脇野沢について考えよう２. 将来の脇野沢について考えよう

脇野沢の人が誰でも買い物ができる所が必要

1. 現状の脇野沢について考えよう1. 現状の脇野沢について考えよう

 

脇
野
沢
中
学
校

脇
野
沢
中
学
校
とと
意
見
交
換
会
を
開
催

意
見
交
換
会
を
開
催

脇野沢以外の人にもイベントなどで、
　　　　　　　　　　たくさん脇野沢に来てほしい

将来将来

 こどもたちこどもたちとと脇野沢脇野沢のの将来将来をを考える考える

意
見
交
換
会
を

意
見
交
換
会
を

　
　
　

と
お
し
て

　
　
　

と
お
し
て

 9 月２６日9 月２６日
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意 見意 見
３. ど３. どうしたら脇野沢で理想の未来を実現できるのかうしたら脇野沢で理想の未来を実現できるのか

脇野沢庁舎等に日用品を買い物できるコーナーを
　　　　　　　　　　　　　　　　作る必要があるのではないか

　

中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
は
、

む
つ
市
議
会
と
し
て
初
め
て
の

試
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
中
学

生
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
事
者
で

あ
る
中
学
生
の

“
本
音
”
に
耳
を

傾
け
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
の

“
視
点
”
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
議
会
と
し
て

も
、
こ
ど
も
た
ち
が
思
い
描
く

未
来
を
形
に
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
意
見
交
換
の

場
を
通
じ
て
、
議
員
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
中
学
生

の
声
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

脇野沢の人が誰でも買い物ができる所が必要

脇野沢以外の人にもイベントなどで、
　　　　　　　　　　　　　たくさん脇野沢に来てほしい

 こどもたちこどもたちとと脇野沢脇野沢のの将来将来をを考える考える

意
見
交
換
会
を

意
見
交
換
会
を

　
　
　

と
お
し
て

　
　
　

と
お
し
て

交通環境の整備と
　　　 SNS を活用して、 もっと脇野沢の PR が必要

２グループに分かれて意見交換を実施

意見交換後は、 各班出た意見の発表を行った15

  むつ市議会 むつ市議会 初初  開催開催 !!!!



　中学校までバスケットボールをやっていましたが、 母から「田名部高校　中学校までバスケットボールをやっていましたが、 母から「田名部高校

はフェンシングが強いから挑戦してみたら面白いと思うよ」とアドバイスはフェンシングが強いから挑戦してみたら面白いと思うよ」とアドバイス

があったので、 思いきって入部しました。 練習では強い選手をイメージがあったので、 思いきって入部しました。 練習では強い選手をイメージ

し、 常に課題をもって励んでいます。 動画で自分の動きを確認することし、 常に課題をもって励んでいます。 動画で自分の動きを確認すること

を徹底した結果、今年の東北大会では、個人と団体で準優勝できたので、を徹底した結果、今年の東北大会では、個人と団体で準優勝できたので、

とても嬉しかったです。とても嬉しかったです。

　まだ進学先は決まっていませんが、 来年むつ市で行われる「国ス　まだ進学先は決まっていませんが、 来年むつ市で行われる「国ス

ポ」は絶対応援します。ポ」は絶対応援します。
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議
会
だ
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り
の
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は

議
会
だ
よ
り
の
工
事
は

現行の広報広聴委員は 10 月をもって任期満了となりま

す。 この２年間では「議会だより工事中」と題し、 広報研修、

他議会への視察、 委員会内での議論等をとおして、 委員が一

丸となって「より読みやすい議会だより」となるように努めて

まいりました。 今号の工事進捗率を９９％としています。 残り

の１％は新委員へ引き継ぎたいと思いますので、 今後の議会

だよりにご期待いただきたいと思います。

NEWS FROM MUTSU CITY COUNCIL 次回の定例会は 12 月 2 日開会予定次回の定例会は 12 月 2 日開会予定ですです

　　

フェンシングでむつ市を盛り上げたいフェンシングでむつ市を盛り上げたい

　

自分と仲間を信じて準優勝自分と仲間を信じて準優勝

　　　　友達に誘われて 1 年生の途中からフェンシング部に入部。 結局 3 年生友達に誘われて 1 年生の途中からフェンシング部に入部。 結局 3 年生
男子部員は僕 1 人になりましたが、 高校総体団体戦は後輩と力を合わせて男子部員は僕 1 人になりましたが、 高校総体団体戦は後輩と力を合わせて
インターハイのキップを手に入れました。 　毎日の練習も、 試合をイメージインターハイのキップを手に入れました。 　毎日の練習も、 試合をイメージ
して取り組み、 インターハイでも予選リーグから 1 本集中で頑張りました。して取り組み、 インターハイでも予選リーグから 1 本集中で頑張りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学でもフェンシングを続けるの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学でもフェンシングを続けるの　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、 来年の「国スポフェンシング競　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、 来年の「国スポフェンシング競
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技」はむつ市で開催するので、 お手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技」はむつ市で開催するので、 お手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝いします。

2 年間ありがとうございました2 年間ありがとうございました

↓むつ市議会の情報はこちらから↓

YouTube LINE Facebook Instagramホームページ

市民 の 声
iｎ 田名部高校
フェンシング部

～国スポ・障スポむつ開催に向けて～

 田名部高校 フェンシング部　　　　
　３年 津

つがわ

川　結
ゆ な

菜 さん　

10月24日
2 年間にわたり議会のだよりの編集に携わり、

工事を行ってきた議会だよりも今号で一区切りと

なります。 毎号、 市民の皆さまに手に取って見て

いただけるよう工夫を重ねてきましたが、 まだま

だ伸びしろがあると感じています。

次号から、 新たなメンバーで議会だよりを作成す

る予定ですので、 新メンバーによる議会だよりに

どうぞご期待ください。  （井田茂樹　奥内歌舞伎 ver）

 田名部高校 フェンシング部　　　　
　３年 久

く ぼ た

保田 琉
りゅうと

人 さん

田名部高校フェンシング部の練習の風景

※写真の競技者は津川さん、 久保田さんではございません。

広報広聴委員会は新時代へ


